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2/15
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12:30-20:00
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土 日
作新学院大学《 会　場 》

《 参加費 》 早割￥4 , 000
通 常 価 格 ￥ 5,000
学生・若者￥ 1,000

権利としての
若者協同実践を目指して
ともに学び、ともに育み、ともに創る、今ここで出会う私たち

《 主催 》一般社団法人若者協同実践全国フォーラム　全国若者・ひきこもり協同実践交流会 in とちぎ実行委員会
《お問い合わせ》　一般社団法人栃木県若年者支援機構　〒320-0032 栃木県宇都宮市昭和 2-7-5　Tel　028-678-4745

https://jycforum.org詳細・お申し込みは 》詳細・お申し込みは 》 協賛・後援・ボランティアも募集中！

権利としての
若者協同実践をめざして
自己責任の圧力が強い社会のなかでは、
生きづらさを口にすることも難しく、支
援を受けることのハードルも上がりがち
です。それに対し、本来「あってあたり
まえ」の権利として “若者協同実践” を
位置づけていくために必要なことは何か、
多様な角度から考えます。

基調報告・全体シンポジウム基調報告・全体シンポジウム
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コーディネーター シンポジスト基調報告者

ないなら、つくろう！
協同で働く自分たちの職場（仕事）

労協法 同じ舟に乗り、考える！
若者の権利に役たつ評価とは？

評価

10 代の私たちだからこそ
できること、語れる未来

10 代会議 全体シンポジウムを受けて、
みんなで語り合おう

振り返り 出口が見えない家族に向けて
～繋がることが明日への一歩

家族 働きたい職場ってどうつくる？働く

若者と地域がともに変化する
地域づくりとは？

地域 多様な居場所をどうつくり、
どう続ける？

居場所 市民による学校づくり
～多様な“学び”とは何か～

多様な学び 障がい者支援制度
～使える？使ってる？～

障がい

自治体と民間団体の協同実践
～共に“つくる”若者支援とは？～

行政 セクマイ・フレンドリーな居場所、
地方でどう増やす？

性 同じ悩みを持つ仲間で手を繋ぎ、
今できることを考える

ピアサポート 経験者から見た共同生活住まい

生きるための余暇文化
～「好きなこと」の価値と可能性

余暇文化

自己責任を越えて若者を社会の担い手に
̶若者協同実践への道筋

権利 8050 問題を考える
－孤立を防ぐつながりづくりとはー

8050 問題

※内容は予告なく変更となる場合があります。

若者協同実践とは？若者協同実践とは？
若者を「支援」を受ける客体としてではなく、社会をつくっていく主体として捉え、ともに生きやすい社
会をつくりだすために、支援者・研究者・行政・市民・家族・そして若者が対等な関係で織りなす営みを
若者協同実践と言います。

若者を「支援」を受ける客体としてではなく、社会をつくっていく主体として捉え、ともに生きやすい社
会をつくりだすために、支援者・研究者・行政・市民・家族・そして若者が対等な関係で織りなす営みを
若者協同実践と言います。


